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（土 木 部）                                                                     （単位：千円） 

主 要 な 施 策 予 算 額 決 算 額 施   策   の   成   果 目  名 

１ 令和２年７月豪雨からの創造的復興 

【施策１】被災者・被災地域の１日も早い復

旧・復興に向けた取組み 

 施策１－①すまい・コミュニティの創造 

 

 

 

 

1,165,174 

 

 

 

336,157 

 

 

 

１ 土地区画整理事業 

災害からの復興に向けて取り組む人吉市青井地区の被災市街地復興土地区画整理事業につい

て、令和５年 12 月に全体（107 画地）の約７割（72 画地）の仮換地指定を行い、令和６年２月

に工事着手した。 

 

 

 

土地区画整理費のうち 

Ｐ350 ～ Ｐ351 

 施策１－③災害に強い社会インフラ整備と

安心して学べる拠点づくり 

 

 

 

55,162,662 26,711,706 

 

 

１ 河川等災害復旧事業等 

令和２年７月豪雨により被災した公共土木施設の早期復旧を図るため、復旧工事を推進し

た。 

事 業 名 決算額（千円） 箇 所 名 

現年発生河川等補助災害復旧費 4,095,669 覚井一武線（錦町）外218箇所 

過年発生河川等補助災害復旧費 11,251,090 国道267号（人吉市）外448箇所 

河川等災害関連事業費 1,779,275 佐敷川（芦北町）外８箇所 

単県河川等災害関連事業費 2,693,842 県内一円 

２ 砂防激甚災害対策特別緊急事業等 

令和２年７月豪雨により激甚な災害が発生した一連区域の荒廃渓流において、再度災害を防

止するため砂防施設の整備を推進した。 

事 業 名 決算額（千円） 箇 所 名 

砂防激甚災害対策特別緊急事業 2,052,687 中園川（球磨村）外15箇所 

特定緊急砂防事業 63,647 行徳川（八代市）外2箇所 

３ 直轄道路災害復旧事業 

豪雨により被災した球磨川に架かる 10 橋については、道路法に基づく国の権限代行により復

旧事業に取り組んでいる。令和５年２月に西瀬橋が完成し、また、残る９橋全てについて、本

復旧工事を推進するなど、復旧・復興に向けた取組みを促進した。 

４ 単県道路災害防除費（令和２年７月豪雨分） 

令和２年７月豪雨において、斜面が脆弱化した箇所に対し、落石対策や法面崩壊対策等を実

施した。 

河川改良費のうち 

Ｐ337 ～ Ｐ339 

河川等補助災害復旧費のうち 

Ｐ410 ～ Ｐ412 

 

 

 

 

砂防費のうち 

Ｐ339 ～ Ｐ341 

 

 

 

 

河川等補助災害復旧費のうち 

Ｐ410 ～ Ｐ412 

 

 

道路維持費のうち 

Ｐ331 ～ Ｐ332 
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（土 木 部）                                                                     （単位：千円） 

主 要 な 施 策 予 算 額 決 算 額 施   策   の   成   果 目  名 

【施策２】県内全域で取り組む災害に強い郷

土づくり 

施策２－①国土強靱化に向けた取組み 

 

 

 

54,964,414 

 

 

31,850,806 

 

 

 

１ 浄化槽整備事業 

  単独処理浄化槽やくみ取り便槽から災害に強い合併処理浄化槽へ転換を促進するために、浄

化槽設置者に補助を行っている市町村に対し補助を行った（30市町村）。 

 また、令和２年７月豪雨で被災した浄化槽設置者に対して補助を行っている市町村に対して

補助を行った（４市町村）。 

事 業 名 決算額（千円） 内   容 

浄化槽整備事業 85,656 熊本市、外29市町村 391基 

うち令和２年７月豪雨分 1,773 人吉市、外3市町村 14基 

公共浄化槽等整備推進事業交付金 10,279 玉名市、外6市町  164基 

２ 危険地区からの移転促進事業・がけ地近接等危険住宅移転事業 

土砂災害から県民の生命・身体を守るため、土砂災害特別警戒等区域内の居住者に対し、住

宅の撤去及び土砂災害警戒区域等外への移転を支援した。 

事 業 名 決算額（千円） 内   容 

土砂災害危険住宅移転促進事業（砂防

課） 
54,954 熊本市 外20件 

危険地区からの移転促進事業・がけ地近

接等危険住宅移転事業（建築課） 
5,417 熊本市、山鹿市 

３ 橋りょう補修事業 

県管理の道路橋において、老朽化対策及び耐震補強を実施した。 

老朽化対策として、定期点検に基づき計画的に補修を実施するとともに、緊急輸送道路上の

耐震対策を行った。 

４ 道路施設保全改築費（国土強靱化分） 

災害リスクを踏まえ、防災・減災、国土強靱化を推進する観点から、災害多発区間における

落石や斜面崩壊に対する防災対策、老朽化したトンネルや道路附属施設の補修等を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

環境整備費のうち 

Ｐ212 ～ Ｐ213 

 

 

 

 

 

 

 

砂防費のうち 

Ｐ339 ～ Ｐ341 

建築指導費のうち 

Ｐ326 ～ Ｐ328 

 

 

 

 

道路新設改良費のうち 

Ｐ332 ～ Ｐ334 

橋りょう維持費のうち 

Ｐ334 ～ Ｐ335 

道路新設改良費のうち 

Ｐ332 ～ Ｐ334 
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（土 木 部）                                                                     （単位：千円） 

主 要 な 施 策 予 算 額 決 算 額 施   策   の   成   果 目  名 

（施策２－①国土強靱化に向けた取組み）   ５ 河川改修事業等 

県民の生命・財産を守るため、流域治水の理念の下、堤防・遊水地整備などのハード対策を

推進した。また、既存の河川管理施設や海岸保全施設の延命化を図るための補修修繕・機能回

復・強化を実施した。 

併せて、洪水災害等に対する警戒・避難活動を支援するため、防災情報システムの改修やダ

ム警報局の改善を行うなどソフト対策の充実を図った。 

事 業 名 決算額（千円） 箇 所 名 

河川改修事業費 5,930,536 白川 外38河川 

直轄事業負担金 5,991,384 白川立野ダム 外６箇所 

単県河川改良費 2,930,873 浜戸川 外51河川 

海岸堤防等老朽化対策緊急事業費 447,555 明治新田海岸 外６海岸 

堰堤改良費 592,023 市房ダム 外４箇所 

６ 砂防関係事業 

県民の生命・財産を守るため、土石流、地すべり、がけ崩れに対する土砂災害防止施設を整 

備した。 

また、戦略的な維持管理のための緊急改築事業や土砂災害警戒区域等の指定促進及び各種情 

報の発信等による警戒避難体制の強化を図った。 

事 業 名 決算額（千円） 箇 所 名 等 

直轄事業負担金 1,012,271 川辺川直轄砂防、阿蘇山直轄砂防 

砂防事業 5,145,818 本村川２（玉名市）外59箇所 

地すべり対策事業 514,523 火の玉（天草市）外８箇所 

急傾斜地崩壊対策事業 1,702,229 折地（熊本市）外56箇所 

土砂災害警戒避難対策事業 493,309 基礎調査1,727箇所 

緊急改築事業 886,776 津留川（美里町）外40箇所 

火山噴火警戒避難対策事業 338,942 阿蘇山噴火に起因する災害への減災対策 
 

河川海岸総務費のうち 

Ｐ335 ～ Ｐ337 

河川改良費のうち 

Ｐ337 ～ Ｐ339 

海岸保全費のうち 

Ｐ341 ～ Ｐ342 

 

 

 

 

 

 

砂防費のうち 

Ｐ339 ～ Ｐ341 
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（土 木 部）                                                                     （単位：千円） 

主 要 な 施 策 予 算 額 決 算 額 施   策   の   成   果 目  名 

 施策２－②幹線道路の整備 14,486,988 11,572,686 １ 国直轄事業負担金、道路改築費 

リダンダンシーの確保等に向けた幹線道路の整備を実施した。 

(1) 九州中央自動車道 

幹線道路ネットワークの横軸となる九州中央自動車道について、令和５年 11 月に「蘇陽

五ヶ瀬道路」において工事に着工され、令和６年２月に「山都中島西ＩＣ～山都通潤橋Ｉ

Ｃ」間(L=10.4km)が開通した。また、「矢部清和道路」では、調査設計を促進した。 

(2) 南九州西回り自動車道 

幹線道路ネットワークの縦軸となる南九州西回り自動車道について、水俣～県境間の整備

を促進した。 

(3) 中九州横断道路 

幹線道路ネットワークの横軸となる中九州横断道路について、令和５年６月に「滝室坂ト

ンネル」が貫通し、９月に「大津熊本道路（合志～熊本）」において工事に着工した。また、

「竹田阿蘇道路」において、工事を促進するとともに、「大津熊本道路（大津西～合志）」で

は調査設計を促進した。さらに、「熊本環状連絡道路」において、計画段階評価及び都市計画

決定の手続きが完了した。 

(4) 熊本天草幹線道路 

幹線道路ネットワークの横軸となる熊本天草幹線道路について、国施行区間の「熊本宇土

道路」及び「宇土道路」の工事を促進した。また、宇土三角道路については、調査設計を促

進した。県施行区間については、令和５年度に「本渡道路Ⅱ期」が新規に事業化された。ま

た、国道266号大矢野道路において、工事を推進した。 

(5) 有明海沿岸道路 

九州における循環型ネットワークの一部を形成する有明海沿岸道路について、令和５年度

に県内初の区間となる「荒尾道路」が新規に事業化された。また、「三池港ＩＣ連絡路」の工

事を促進した。 

 

 

 

 

 

道路橋りょう総務費のうち 

Ｐ329 ～ Ｐ331 

道路新設改良費のうち 

Ｐ332 ～ Ｐ334 
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（土 木 部）                                                                     （単位：千円） 

主 要 な 施 策 予 算 額 決 算 額 施   策   の   成   果 目  名 

２ 新型コロナウイルス感染症を踏まえた対 

 応 

【施策３】持続可能な経済活動の実現 

 施策３－④新たな観光スタイルの確立 

 

 

 

 

2,075,530 

 

 

 

1,330,167 

 

 

 

 

 

１ 緑のウェルカムプロジェクト 

本県を訪れる方々を緑の景観で迎えることで、新たな観光客やリピーターの呼び水とするた

め、交通の拠点と観光地をつなぐルート上等の道路植栽の改善や都市公園植栽の再整備等を推

進した。 

事 業 名 決算額（千円） 箇 所 名 

単県沿道景観整備事業（道路保全課） 226,889 県内一円 

公園整備促進事業費（都市計画課） 37,135 熊本県民総合運動公園外 

単県都市公園環境整備事業（都市計画

課） 
10,935 熊本県民総合運動公園外 

単県河川環境整備費（河川課） 46,276 坪井川遊水地 

２ 道路施設保全改築費（自転車通行空間整備） 

サイクルツーリズムを推進するため、安全な自転車通行空間の整備として、路面表示、道路

標識及び自転車通行帯の整備等を県内一円で行った。 

 

 

 

道路維持費のうち 

Ｐ331 ～ Ｐ332 

都市公園費のうち 

Ｐ353 ～ Ｐ354 

河川改良費のうち 

Ｐ337 ～ Ｐ339 

 

 

 

道路新設改良費のうち 

Ｐ332 ～ Ｐ334 

 

３ 熊本地震からの創造的復興 

【施策２】創造的復興の推進 

 施策２－①益城町の復興まちづくり 

 

 

 

11,137,929 

 

 

4,465,979 

 

 

１ 土地区画整理事業 

災害からの復興に向けて取り組む益城町木山地区の被災市街地復興土地区画整理事業につい

て、これまでに全体（467 画地）の約９割（430 画地）の仮換地指定を行い、令和６年３月末ま

でに約４割（191画地）を権利者に引き渡した。 

２ 街路整備事業のうち熊本高森線（（都）益城中央線外１線） 

熊本都市圏東部地域の復興に向けて取り組む県道熊本高森線（（都）益城中央線外１線）の街

路整備事業について、これまでに熊本市側から益城町惣領交差点までの 1.6km 区間で４車線化

を実施した（令和６年４月14日に供用開始）。 

 

 

 

 

 

 

土地区画整理費のうち 

Ｐ350 ～ Ｐ351 

 

 

街路事業費のうち 

Ｐ352 ～ Ｐ353 
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（土 木 部）                                                                     （単位：千円） 

主 要 な 施 策 予 算 額 決 算 額 施   策   の   成   果 目  名 

４ 将来に向けた地方創生の取組み 

【施策２】若者の地元定着と人材育成 

 施策２－②産業人材の確保・育成 

 

 

 

 

46,430 

 

 

40,985 

 

 

１ 建設産業新３Ｋ推進プロジェクト事業 

(1) 「建設産業の力」発信事業（デジタル田園都市国家構想交付金活用） 

若年者の人材確保を図るため、行政、業界団体、教育機関が一体となったイベントや広報

を実施した。 

・高校生向け建設産業ガイダンスの開催：304人 

・工業高校オープンキャンパスの支援 

・高校生の現場見学及び現場実習への補助 

・県内建設企業の女性の活躍推進への補助 

(2) 建設産業働き方改革・人材育成事業（デジタル田園都市国家構想交付金活用） 

若年者の人材確保・育成を図るため、高校生や従業員の資格取得や認定訓練受講、建設企

業等の働き方改革推進、研修体制構築に要する経費の一部を補助した。 

・高校生の資格取得交通費支援：257人 

・高校生の小型車両系建設機械講習：339人 

・従業員の資格取得費補助：315人 

・認定訓練受講者の賃金補助：12人 

・企業の働き方改革推進への補助：17件 

(3) 建設産業若手人材確保緊急対策事業 

県内建設産業の担い手確保に向けて、主に高校生を対象とした「建設企業魅力発見フェ

ア」を開催した。 

・６月20日、グランメッセ熊本にて開催 

・参加建設企業60社、参加者約700人 

 

 

建設業指導監督費のうち 

Ｐ325 ～ Ｐ326 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策３】安全・安心な社会の実現 

 施策３－②子供からお年寄りまで、誰もが

安心して暮らせる地域づくり 

 

 

824,271 

 

 

 

 

361,060 

 

 

１ 未就学児等交通安全緊急対策事業 

未就学児を中心に子どもが日常的に集団で移動する経路の安全の確保を目的として、防護柵

や車止めの設置、カラー舗装などの整備を行った。 

 

 

道路新設改良費のうち 

Ｐ332 ～ Ｐ334 
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（土 木 部）                                                                     （単位：千円） 

主 要 な 施 策 予 算 額 決 算 額 施   策   の   成   果 目  名 

（施策３－②子供からお年寄りまで、誰もが

安心して暮らせる地域づくり） 

  ２ 道路施設保全改築費（通学路緊急対策） 

令和３年６月 28 日に千葉県八街市で、下校中の小学生の列にトラックが衝突し、５名が死傷

する交通事故が発生したことを受け、市町村立小学校の通学路について、教育委員会・学校、

ＰＴＡ、道路管理者、警察等による通学路の合同点検を実施した箇所の安全確保を目的とし

て、歩道整備やカラー舗装などの整備を行った。 

３ 熊本県ユニバーサルデザイン建築物整備促進事業 

民間建築物におけるＵＤ整備を推進するため、一定の基準を満たす不特定多数の方が利用さ

れる建築物の改修に対して、市町村とともに建築費の一部を助成した。 

事 業 名 内   容 

熊本県ユニバーサルデザイン建築物整備促進事業 水俣市、天草市 

４ 高齢者向け優良賃貸住宅供給促進事業 

高齢社会に対応した高齢者向け住宅の供給を促進するため、住宅供給を行う民間事業者等に

対し助成を行った。 

・高齢者向け優良賃貸住宅家賃減額補助件数  12件 146戸（補助対象戸数） 

 

 

 

 

 

 

建築指導費のうち 

Ｐ326 ～Ｐ328 

 

 

 

住宅建設費のうち 

Ｐ356 ～ Ｐ357 

 

【施策４】魅力ある地域づくり 

 施策４－①交通体系の最適化 

 

325,356 

 

 

169,761 

 

 

１ 熊本都市圏３連絡道路の具体化に向けた取組み 

熊本県新広域道路交通計画（令和３年６月策定）において高規格道路として位置付けた熊本

都市圏３連絡道路の早期実現に向けて、県と熊本市で令和５年 11 月に第１回熊本都市圏３連絡

道路有識者委員会を開催し、「住民参加型の道路計画検討」に着手した。 

２ 熊本都市圏渋滞対策事業 

熊本都市圏総合交通戦略に基づく施策を進めるとともに、交通管理者と連携し、県道大津植

木線や大津西合志線に新たな車両感知器を設置した。また、信号制御の見直しや交差点改良な

どの実施に向け具体的な解析・検討に着手した。 

また、都市圏南部の渋滞対策として、県道小川嘉島線や六嘉秋津新町線などの改良やバイパ

ス計画策定に向けた取組みを推進した。 

 

道路新設改良費のうち 

Ｐ332 ～ Ｐ334 

 

 

街路事業費のうち 

Ｐ352 ～ Ｐ353 
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主 要 な 施 策 予 算 額 決 算 額 施   策   の   成   果 目  名 

 施策４－②持続可能な地域づくり 7,918,557 4,762,229 

 

１ 集落排水事業 

  公共用水域の水質保全及び農村・漁村地域の生活環境の改善に資するため、農業・漁業集落

における生活排水処理施設の整備・改築について、事業の翌年度に事業費の6.5%を交付するこ

となどにより、市町村が主体となって行う集落排水施設の整備・改築を促進した。 

事 業 名 決算額（千円） 箇 所 名 

農業集落排水施設整備推進費 33,450 横島町（玉名市）、外４市町 

団体営農業集落排水事業費 155,958 横島町（玉名市）、外７市町村 

漁業集落排水施設整備後年交付金 2,918 網田（宇土市）、外１市 

漁業集落排水施設整備事業費 3,850 網田（宇土市）、外１市 

２ 空家等対策総合支援事業 

空家の有効活用による地域資源を利用した持続可能な地域づくりを促進するため、空家対策

を進める市町村に対して、補助を行った。 

 ・空家活用促進モデル事業    １町 ２件 

・空家対策専門家活用支援事業  16市町村  延べ215人 

３ 重要港湾改修事業等 

(1) 熊本港の整備 

国直轄事業において、港内静穏度確保に資する防波堤（南）の整備を推進するとともに、

物流・防災拠点機能の向上に繋がる耐震強化岸壁の調査設計を推進した。 

県事業において、航路や泊地等の浚渫土砂の安定的な処分場確保に向け、土砂処分場の延

命化対策（圧密促進）を推進した。また、コンテナターミナルの機能向上を図るため、新た

なガントリークレーンの導入に向け、製作等工事を推進した。 

その他、航路や泊地の機能維持、港湾施設の長寿命化のための工事等を推進した。 

 (2) 八代港の整備 

国直轄事業において、船舶の大型化に対応する水深 14m 航路の整備に向け、浚渫土砂の処

分先となる大築島南土砂処分場の整備を推進した。 

県事業において、コンテナターミナルの物流機能の向上を図るため、冷凍・冷蔵貨物の輸

送に対応するリーファーコンセントの整備を推進するとともに、コンテナターミナル拡張に

向けた測量設計を推進した。 

その他、航路や泊地の機能維持、港湾施設の長寿命化のための工事等を推進した。 

 

土地改良費のうち 

Ｐ264 ～ Ｐ265 

漁港建設管理費のうち 

Ｐ295 ～ Ｐ297 

 

 

 

 

 

住宅建設費のうち 

Ｐ356 ～ Ｐ357 

 

 

 

港湾建設費のうち 

Ｐ344 ～ Ｐ346 

港湾整備費のうち 

Ｐ453 


